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万葉集の額田王の春秋を論じた
歌の詞書「春山の万花の艶と秋
山の千葉の彩」から採ったもの。「春
秋」には年月の意味もあり、「春
秋に富む」若者を彩る学園の四
季を表している。 
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特集 1特集 1

「
優
秀
だ
け
ど
お
と
な
し
い
」
、県
大
生
に
対
す
る
印
象
と
し
て
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。 

し
か
し
県
大
生
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、 

ス
ポ
ー
ツ
、趣
味
、
そ
し
て
地
域
の
中
で
と
、様
々
な
分
野
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
そ
う
し
た
頑
張
っ
て
い
る
元
気
な
学
生
の
中
か
ら
、５
人
と
２
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。 
県
大
生
の
実
像
に
迫
る
！ 

本学では、特に優れた学生を表彰する学長表彰制度があり、平成14年度、3名の学生が受賞しました。

古
川
さ
ん
は
、
留
学
先
の
モ
ン
タ
ナ
州
立
大

学
ビ
リ
ン
グ
ス
校
で
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
秋
季
セ

メ
ス
タ
ー
に
お
い
て
Ｇ
Ｐ
Ａ
4.

0
（
満
点
）
と

い
う
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
功
績
に
よ
り
、

「
留
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

＊
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
グ
レ
ー
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
ー
ジ
）

と
は
、
米
国
で
一
般
的
に
　
行
わ
れ
て
い
る
学
生
の
成
績

評
価
方
法
の
一
種
で
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
日
本
と
は
異
な

り
、
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
至
る
と

こ
ろ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
地
味

な
仕
事
、
肉
体
労
働
な
ど
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
仲
間
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域

や
社
会
と
の

つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
多

く
の
人
と
出

会
う
こ
と
も

で

き

ま

し

た
。」「

英
語
は
、

留
学
当
初
は

先
生
が
授
業

で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
全
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
レ
ベ
ル
で
大
変
で
し
た
。
留
学
生
も
、
他

の
学
生
と
同
じ
授
業
を
受
け
、
単
位
を
と
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
授
業
の
前
後
は
、
毎
回

の
よ
う
に
、
先
生
を
訪
問
し
、
授
業
の
内
容
、

課
題
の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
レ

ポ
ー
ト
作
成
、
授
業
の
予
習
や
復
習
と
、
こ
ん

な
に
勉
強
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
く
ら
い
頑

張
り
、
授
業
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
にW

ritng
Lab

に
通
い
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に
レ
ポ
ー
ト
添
削
を
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
周
り
か
ら

『W
ritng

Lab

の
住
人
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。」
と
笑
い
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

古
川
さ
ん
の
人
並
み
で
は
な
い
努
力
が
認
め
ら

れ
、
表
彰
に
結
び
つ
い
た
よ
う
で
す
。

■
留
学
先
の
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ビ
リ
ン
グ
ス
校
で

留
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
受
賞

総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
4
年

古
川

舞
さ
ん

西
山
さ
ん
は
、
昨
年
の
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
全
日

本
選
手
権
の
回
転
、
大
回
転
の
両
種
目
で
優
勝

す
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
回

転
種
目
で
6
位
入
賞
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

「
競
技
の
年
齢
層
が
幅
広
く
、
異
年
齢
の
人

と
の
交
流
の
機
会
が
多
い
で
す
ね
。
ま
た
、
世

界
選
手
権
で
イ
ラ
ン
に
行
っ
た
こ
と
で
、
文
化

の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
視
野
も
広
く
な
っ
た
と

思
う
し
、
小
さ
い
こ
と
で
く
よ
く
よ
も
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
を
続
け
て
い
る

こ
と
で
、
ス
キ
ー
以
外
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
学

ん
で
い
ま
す
。」

大
学
生
活
と
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
競
技
の
両
立
に

つ
い
て
は
、「
大
学
に
入
学
す
る
時
か
ら
勉
強

と
ス
キ
ー
の
2
つ
が
目
標
で
あ
り
、
苦
に
は
な

ら
な
い
。
む
し
ろ
、
常
に
勉
強
を
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
す
ね
。」

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
国
内
で
ナ
ン

バ
ー
1
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
、
他
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
比
較
し
て
の
相
対
的
な
一
位
。
ダ
ン

ト
ツ
の
ナ
ン
バ
ー
1
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、

世
界
選
手
権
で
も
表
彰
台
に
上
が
り
た
い
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
全
日
本
選
手
権
優
勝
、

グ
ラ
ス
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
入
賞

総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
3
年

西
山

久
美
さ
ん

〈写真右〉



2 SYUNJUSAI

「
自
分
の
レ
ベ
ル
を
知
り
た
い
、
自
分
の
小
説
、
書

い
た
物
を
形
と
し
て
残
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

澤
村
さ
ん
は
、
第
3
回
草
枕
文
学
賞
に
、
1
年
間
か
け

て
書
き
上
げ
た
「
雨
間
あ
ま
あ
い

」
と
い
う
作
品
で
応
募
し
、
20

代
と
し
て
は
た
だ
一
人
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

物
語
を
つ
く
る
の
が
好
き
で
、
中
学
か
ら
冒
険
小
説

を
書
き
始
め
た
と
い
う
澤
村
さ
ん
。「
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル

は
新
本
格
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
実
は
、
い
わ
ゆ
る
文
学
作

品
、
夏
目
漱
石
も
あ
ま
り
読
ん
で
い
な
い
ん
で
す
よ

（
笑
）。」

「
作
家
」
と
し
て
、
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
尋

ね
る
と
、「
普
段
の
生
活
の
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
が
頭
の
中
で
無
意
識
に
文
章
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
書
い
て
い
ま
す
が
、
断
片
的
な
も
の
で
、
ス

ト
ッ
ク
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。」
良
い
文
章

を
書
く
に
は
、「
素
直
に
書
く
こ
と
が
大
事
で
、
技
巧
は

そ
の
次
で
す
ね
。
抜
き
ん
出
る
た
め
に
は
、
良
い
手
本

を
読
み
、
言
葉
を
知
る
こ
と
で
す
。
表
現
力
で
差
が
つ

き
ま
す
。」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
作
家
一
筋
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
卒
業

後
は
就
職
し
て
自
分
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
、
一
生
書
き

続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
第
3
回
草
枕
文
学
賞
入
賞

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
4
年

澤
村

文
子
さ
ん

環
境
共
生
学
部
居
住
環
境
学
専
攻

坪
原
研
究
室

〝
菊
池
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

去
る
2
月
25
日
、
環
境
共
生
学
部
居
住

環
境
学
専
攻
坪
原
研
究
室
4
年
生
の
5
名

（
渡
辺
幸
子
さ
ん
、
西
山
正
宏
さ
ん
、
坂
井

真
由
美
さ
ん
、
山
崎
藍
さ
ん
、
冨
永
由
希

さ
ん
）
が
、

菊
池
市
の
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
菊
池
市
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

5
名
は
市
の
商
工
会
と
商
工
会
連
合
会

の
協
力
の
も
と
、
平
成
14
年
10
月
か
ら
週

１
回
の
ペ
ー
ス
で
菊
池
市
を
訪
れ
、「
甦
れ

商
店
街
！
若
者
か
ら
み
た
提
言
」
と
銘
打

っ
た
菊
池
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
拠
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
へ
出
向
き
、
授
業
の
中
で
生
徒
と
の

街
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
3
回
、
老

人
会
、
福
祉
団
体
、
そ
の
他
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
会
議
等
を
2
回

開
催
し
、
現
在
の
商
店
街
が
抱
え
る
課
題

及
び
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
報
告
会
が
始
ま
る
30
分
前
か

ら
商
工
会
職
員
や
商
店
街
の
店
主
、
婦
人

会
か
ら
沢
山
の
人
が
訪
れ
、
緊
急
に
イ
ス

を
増
設
す
る
ほ
ど
の
出
席
者
で
し
た
。
商

工
会
経
営
指
導
員
の
坂
本
さ
ん
か
ら
は

「
今
ま
で
に
も
商
工
会
で
ま
ち
づ
く
り
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
き
た
が
、
小
・

中
・
高
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

績
は
な
く
、
ど
の
様
な
報
告
が
な
さ
れ
る

か
楽
し
み
。」
と
期
待
十
分
。

報
告
会
が
始
ま
る
と
、
学
生
達
が
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を
駆
使
し
な
が
ら
、
商
店

街
の
環
境
整
備
の
現
状
や
課
題
を
説
明
し

た
後
、
歩
行
者
・
自
転
車
を
基
本
と
し
た

交
通
整
備
、
観
光
資
源
の
活
用
、
市
民
が

一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
の
3
つ
の
ポ
イ

ン
ト
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。

商
工
会
青
年
部
長
か
ら
は
「
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
や
菊
池
の
農
産
物
を
使
っ
た
郷
土

料
理
店
の
出
店
な
ど
、
自
分
達
が
思
い
も

し
な
か
っ
た
こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ

た
。」
一
般
出
席
の
女
性
か
ら
も
「
先
立
つ

も
の
は
財
源
だ
が
、
市
民
の
協
力
、
意
識

次
第
で
ど
う
に
で
も
な
る
と
感
じ
た
」、
と

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

学
生
達
の
苦
労
と
希
望
が
将
来
の
菊
池
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
れ
ば
最
高
で
す
。

当
の
本
人
達
は
報
告
会
終
了
後
、
緊
張

か
ら
解
き
放
た
れ
満
面
の
笑
み
。
5
名
か

ら
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
の
は
初

め
て
で
良
い
経
験
だ
っ
た
」（
リ
ー
ダ
ー
、

渡
辺
さ
ん
）、「
様
々
な
世
代
、
職
種
と
意

見
を
交
わ
せ
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」（
西

山
さ
ん
）、「
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
」（
坂
井
さ
ん
）、「
学
校
の
授

業
に
は
な
い
も
の
を
体
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」（
山
崎
さ
ん
）、「
人
を
ま
と
め
る
こ

と
の
難
し
さ
が
分
か
っ
た
」（
冨
永
さ
ん
）

と
短
い
言
葉
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
後
5
名
は
大
好
き
な
菊
池
の
温
泉

街
へ
。
多
く
の
経
験
を
し
、
様
々
な
こ
と

に
悩
み
、
そ
し
て
5
名
が
協
力
し
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
友
情
は
、
き
っ
と
今

後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
糧
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
疲
れ

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

学生による地域貢献－大学で学んだ専門知識を地域に還元しています。

甦
れ
商
店
街
！
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特集1  県大生の実像に迫る ！ 

■ 学生に議員インターンシップを紹介

子
ど
も
の
頃
か
ら
目
立
つ
こ
と
が
大
好
き
で
、

手
を
挙
げ
な
い
と
損
を
す
る
と
、
学
級
委
員
、

生
徒
会
役
員
を
立
候
補
し
て
や
っ
て
き
た
と
い

う
野
村
さ
ん
。
最
初
は
「
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
ー

九
州
」
の
設
立
準
備
を
手
伝
わ
な
い
か
と
誘
わ

れ
、
政
治
家
と
知
り
合
え
る
の
は
面
白
そ
う
と

い
う
軽
い
気
持
ち
で
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
、

代
表
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ス
タ
ッ
フ
10
人
の
う
ち
、
県
大
生
が
8
人
。
顧

客
で
あ
る
議
員
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く

学
生
の
満
足
度
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
高
め
る
か
に
気
を
配

っ
て
い
ま
す
。」
と
、
代
表
と
し
て
の
自
覚
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

「
実
績
を
上
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
大
き
い
で
す
ね
。
今
期
は
、
2
月
か
ら
3
月

に
か
け
て
、
県
内
で
は
13
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
生

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
13
人
の
う
ち
、

12
人
が
県
大
生
で
す
。」

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
2
年

野
村

卓
馬
さ
ん

■ 文学活動を通して、交流を広げています。

「
俳
句
イ
コ
ー
ル
高
齢
者
の
文
学
と
い
う
偏
見
は
捨
て

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
俳
句
は
『
言
葉
の
か
け
ら
』、
す
べ

て
を
表
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
と
し
て
出
て
い

な
い
部
分
で
世
界
を
表
し
ま
す
。
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
に
、
本
家
の
日
本
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
」
と
矢
継
ぎ
早
に
言
葉
が
出
て
く
る
伊
東
さ
ん
は
、

「
現
代
俳
句
協
会
」
で
全
国
で
2
番
目
に
若
い
会
員
で
す
。

協
会
で
の
活
動
の
ほ
か
、
「E

n
g

lis
h

H
a

iku
S

ociety

と
い
う
英
語
俳
句
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
樋
口
教
授
（
本
学
文
学
部
）
や
県
内
他
大
学
の
先
生

方
と
週
1
回
集
ま
り
、Jim

K
acian

の
俳
句
の
翻
訳
な

ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。
学
内
で
文
学
活
動
を
一
緒
に
や
る

仲
間
を
募
集
中
で
す
。」

ま
た
、
大
学
で
の
伊
東
さ
ん
は
、
授
業
で
必
ず
質
問
す

る
議
論
好
き
で
、
文
学
部
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
有
名
人
で

す
。「
授
業
で
は
浮
い
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
僕

は
、
皆
が
な
ぜ
何
も
発
言
し
な
い
の
か
が
不
思
議
で
す
。

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
授
業
に
つ
い
て
も
設
備
に

つ
い
て
も
、
学
生
は
大
学
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な

い
で
す
よ
ね
。」

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
2
年

伊
東

裕
起
さ
ん

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
博
士
第
１
号

平
成
12
年
度
に
開
設
さ
れ
た
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
後
期

課
程
か
ら
、
こ
の
３
月
、
初
め
て
の
博

士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
博
士

柴
田

恵
子
さ
ん

博
士
論
文

「
ケ
ア
学
へ
の
序
章
ー
看
護
を
基
盤

と
す
る
社
会
形
成
へ
の
展
望
ー
」

学外の活動、趣味を通して学んでいます。

N
P
O
法
人
「.jp

（
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ

ピ
ー
）
九
州
設
立
準
備
室
」
代
表

現
代
俳
句
協
会
会
員

ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
学
を
受
験

生
に
P
R
す
る
「
大
学
案
内
」
作
成
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
県
大
を
P
R
す
る
ぞ
、
と
い
う

や
る
気
の
あ
る
学
生
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。
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全国大学軟式野球選手権大会に2年ぶり出場！
軟式野球部キャプテン　松岡信幸さん（総合管理学部3年）

野球部は現在十数名で活動しています。

みんな野球が好きで集まった仲間で仲がいい野球部で

す。昨年は、春季・秋季南九州地区大学軟式野球リーグ戦

で優勝し、3連覇を果たしました。同年夏には、千葉で行
われた、全国大学軟式野球選手権大会に2年ぶりに出場し
ました。10人というギリギリのメンバーでスタートし、
けがをしたら棄権しかねないというチーム状況の中で挑ん

だ春季リーグ戦で『全員一丸』で掴んだ全国大会でした。

初戦の南関東地区代表の産能大学に1対3で惜敗しました
が、熊本県立大のエース後藤健作の2ケタ奪三振をはじめ、
一致団結したチームワークは、「熊本県立大学ここにあり」

と示すことができたと思います。試合に負けたから終わり

ではなく、敗因を調べ、他大学から吸収できるものを自分

たちの力にすることが、チーム全員に課せられたのですが、

チーム全員この敗戦を土台として大きくなりました。その

結果、秋季リーグ戦で連覇を果たし、滋賀県で行われた西

日本大学軟式野球選手権大会では、全国大会3位の関西福
祉科学大学を破っての3位を勝ち取ることができました。

全国大会の敗戦がチームを変えさせたからこそだと思いま

す。また、春季リーグ戦MVPに後藤健作、秋季リーグ戦
MVPに松岡信幸が選出され、南九州選抜として、松岡信
幸、後藤健作、加藤正臣、久保宏樹の4名が選出されまし
た。現在、新チームで2年連続全日本大会に出場し、そこ
で勝つことを目指して練習しています。今後の野球部の活

躍に期待していてください。

本学では、学生の視点で、教育を充実させる取り組みを行っています。

学生による授業評価アンケートの実施 1 2 学生と学長の懇談会開催 

本学では、これまで希望する教員だけで行っ
てきた学生による授業評価アンケートを、今年
度後期からは、全授業（但し、非講義形式の演
習、実験等を除く）を対象として実施すること
としました。

12月から2月にかけてアンケートを実施し、
3月末を目途に結果を集計中です。集計結果は、
授業の質の向上のために活用するとともに公開
する予定です。

昨年12月、本学学生と学長の初めての懇談会を開催しまし
た。
菅野学長からは、現在本学が推進している「教育」と「地域」
を重視した「改革方策」の取り組み状況について説明しました。

1，2年生からは、「語学は2年次以降も週2コマ実施してほ
しい」、「授業の質を上げるために、授業の第三者評価を導入し
てはどうか」など授業について、4年生からは、「就職活動で
は、コミュニケーション能力や協調性が求められた」、「企業分
析を行う企業研究講座を設けてほしい。就職活動にも役立つと
思う」等々、多くの意見が出されました。本学では今後も、定
期的に懇談会を開催し、学生の意見も参考に、教育の充実に努
めていくことにしています。

サークル活動も頑張っています。
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大
学
院
環
境
共
生
学
研
究
科
修
士
課
程
を
新
設 

特集 2特集 2　
有
史
以
来
、
人
類
は
自
然
と
共
生
し
て
生
き
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
産
業
革
命
以
後
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
量
消
費
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
な
ど
に
よ
り
、

自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
環

境
汚
染
物
資
に
よ
る
公
害
や
生
態
系
破
壊
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
人
類
の
利
益
を
優
先
し
、

自
然
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
こ
と
が
原
因
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
と
は
い
え
、
人
類
の
生
活
を
原
始
時
代
に
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
必
要
な
の
は
、
「
現

在
の
知
識
を
生
か
し
た
、
自
然
と
人
間
活
動
の
共
生
」

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
自

然
と
人
間
が
共
生
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
総
合
的

で
専
門
性
の
高
い
教
育
研
究
が
不
可
欠
で
す
。 

　
熊
本
県
立
大
学
は
、
各
分
野
の
専
門
性
を
追
求
し
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
研
究
を
行
う
た

め
に
環
境
共
生
学
研
究
科
を
開
設
し
ま
す
。 

 

■
設
置
の
目
的 

環境共生学研究科概念図 

環境共生学研究科 

環境共生学部 

食・健康環境学専攻 居住環境学専攻 

生態・環境資源学専攻 

大気・水系環境科学分野 

環境資源 
活用学分野 

環境共生学 

食資源 
活用学分野 

栄養・健康学分野 
空間システム学 
分野 

健康福祉 
環境学分野 

■
環
境
共
生
学
研
究
科
と
は 

 

平
成
１１
年
4
月
に
生
活
科
学
部
か
ら
改
組
さ
れ
た
環
境
共
生
学
部
に
平
成
15
年
4
月
か
ら
修
士
課
程
を
開
設
し
ま
す
。 

環
境
共
生
学
部
の
生
態
・
環
境
資
源
学
専
攻
、
居
住
環
境
学
専
攻
、
食
・
健
康
環
境
学
専
攻
の
3
専
攻
を
母
体
と
し
て
、 

発
展
型
環
境
共
生
学
領
域
と
複
合
型
環
境
共
生
学
領
域
の
2
領
域
に
お
い
て
教
育
研
究
を
行
い
ま
す
。 

 

　
平
成
11
年
度
に
発
足
し
た
環
境
共
生
学
部
に
お

い
て
は
、
環
境
共
生
に
関
わ
る
諸
問
題
を
総
合
的

に
捉
え
、
人
間
活
動
を
支
え
る
場
と
し
て
の
豊
か

な
自
然
を
保
全
し
つ
つ
持
続
的
に
利
用
し
、
地
域

住
民
の
快
適
で
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
方
策
、

即
ち
自
然
環
境
と
人
間
活
動
と
の
共
生
の
方
策
を

追
求
し
、
地
域
の
発
展
と
人
間
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
理
念
と
し
ま
し
た
。
こ
の
理
念
の
有

機
的
な
実
現
を
図
る
た
め
、
構
成
は
１
学
科
制
を

採
用
し
、
次
の
３
専
攻
と
し
ま
し
た
。 

(

１)

生
態
系
の
仕
組
み
の
解
明
や
環
境
の
保
全
と

　
　
持
続
的
な
利
用
に
つ
い
て
学
ぶ
生
態
・
環
境

　
　
資
源
学
専
攻 

(

２)

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
居
住
環
境
や
地
域
文

　
　
化
に
根
ざ
し
た
安
全
で
健
康
な
居
住
空
間
に

　
　
つ
い
て
学
ぶ
居
住
環
境
学
専
攻 

(

３)

環
境
と
地
域
を
考
え
た
食
環
境
や
健
康
増
進

　
　
と
予
防
を
目
指
す
健
康
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
食
・

　
　
健
康
環
境
学
専
攻 

　
環
境
共
生
学
研
究
科
は
、
学
部
で
の
各
専
攻
を

母
体
と
し
て
、
さ
ら
に
展
開
を
目
指
す
発
展
型
の

領
域(

発
展
型
環
境
共
生
学
領
域)

の
３
分
野
、
即
ち

大
気
・
水
系
環
境
科
学
分
野
、
空
間
シ
ス
テ
ム
学

分
野
、
栄
養
・
健
康
学
分
野
と
、
学
部
の
各
専
攻

を
基
礎
と
し
て
総
合
化
を
目
指
す
複
合
型
の
領
域(

複

合
型
環
境
共
生
学
領
域)

の
３
分
野
、
即
ち
環
境
資

源
活
用
学
分
野
、
健
康
福
祉
環
境
学
分
野
、
食
資

源
活
用
学
分
野
、
と
に
分
け
て
い
ま
す
。
図
に
示

す
よ
う
に
、
６
つ
の
研
究
分
野
を
設
定
し
相
互
関

連
を
重
視
し
な
が
ら
「
環
境
共
生
学
」
の
確
立
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 
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環
境
共
生
学
部
は
平
成
11
年
４
月
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

そ
の
持
続
的
な
利
用
と
、
人
間
活
動
の
面
か
ら
の
快
適
で
健
康
な
生
活

の
確
保
の
二
つ
の
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
私
た
ち
と
自
然

と
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
研
究
し
、
若
者
達
に
教
育
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
期
入
学
の
学
生
が
卒
業

を
迎
え
る
平
成
15
年
に
、
熊
本
県
を
は
じ
め
関
係
の
方
々
の
努
力
に
よ

り
、
４
月
か
ら
環
境
共
生
学
研
究
科
修
士
課
程
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
科
に
お
い
て
は
学
部
の
３
専
攻
を
さ
ら
に
密
接

な
関
係
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
２
領
域
６
分
野
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
ま
す
。
こ
の
研
究
科
に
お
い
て
は
、
　 

(

１)

環
境
共
生
に
関
す
る
専
門
的
・
学
際
的
知
識
を
有
す
る
高
度
専
門

　
　
職
業
人
の
育
成 

(

２)

公
的
研
究
機
関
や
企
業
の
研
究
開
発
部
門
で
活
躍
の
出
来
る
人
材

　
　
の
養
成 

(

３)

企
業
や
自
治
体
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
社
会
人
が
、
自
ら
の
専
門

　
　
分
野
を
再
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高
度
な
人
材
に
養
成
す

　
　
る 

な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
社
会
人
の
た
め
に
は
夜
間
の
授
業
も

開
講
し
、
働
き
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
単
位
を
取
得
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
自
然
と
環
境
と
の
調
和
あ
る
い
は
共
生
に
つ
い
て
研
究
を

し
た
い
若
者
や
社
会
人
の
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

　 ■
研
究
科
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト 

 

平
成
15
年
4
月
か
ら 

環
境
共
生
学
部
長
・
環
境
共
生
学 

研
究
科
長
に
就
任
予
定 

■
環
境
共
生
学
研
究
科
の
特
徴 

学
部
を
基
礎
に
、 

総
合
・
発
展
さ
せ
た
教
育
研
究 

フ
ィ
ー
ル
ド
を
重
視
し
た 

教
育
研
究 

実
践
的
能
力
を
育
成
す
る 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

社
会
人
を 

歓
迎
し
ま
す 

充
実
し
た
研
究
設
備 

1　
自
然
と
人
間
活
動
と
の
共
生
の
方
策
を
追

求
し
、
地
域
の
発
展
と
人
間
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
平
成
11
年
度
に
発
足
し
た
環

境
共
生
学
部
の
理
念
を
継
承
し
、
本
研
究
科

で
は
、
さ
ら
に
総
合
的
、
か
つ
高
度
な
展
開

を
図
っ
た
教
育
研
究
を
行
い
ま
す
。 

2　
熊
本
県
は
、
阿
蘇
、
天
草
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
が
残
る
一
方
で
、
環
境
破
壊
の
恐
ろ

し
さ
を
体
験
し
た
水
俣
や
、
近
年
そ
の
環
境

悪
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
有
明
海
な
ど
、

環
境
共
生
型
社
会
を
考
え
る
上
で
の
多
く
の

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
の
発

展
と
環
境
共
生
型
社
会
の
創
造
に
積
極
的
に

関
与
、
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

3　
近
年
の
科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
と
社
会

環
境
の
激
変
に
伴
う
人
間
生
活
に
関
わ
る
諸

問
題
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

基
礎
的
研
究
の
み
で
な
く
、
英
語
読
解
、
デ

ィ
ベ
ー
ト
、
対
話
方
式
な
ど
の
演
習
を
配
置

し
、
実
践
的
能
力
を
育
成
し
ま
す
。 

4　
環
境
共
生
に
関
わ

る
高
度
な
知
識
は
、

現
在
、
企
業
や
自
治

体
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
社
会
人
に
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
社
会

人
選
抜
制
度
や
夜
間

の
み
の
受
講
で
も
学

位
取
得
が
可
能
な
昼

夜
開
講
制
を
実
施
し
、

社
会
人
の
入
学
を
歓

迎
し
ま
す
。 

5　
専
門
性
の
高
い
教
育
研
究
を
進
め
る
た
め

に
、
環
境
制
御
型
走
査
電
子
顕
微
鏡
、
精
密

分
析
機
器
、
ガ
ラ
ス
温
室
、
構
造
実
験
室
、

人
工
気
候
室
な
ど
、
高
度
な
設
備
・
機
器
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。 



李　　麗　講師
（建築構造・材料学）

山崎　健司　助教授
（古代日本文学）

環 境
共生学部

文学部
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平
安
時
代
半
ば
か
ら
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
万

葉
集
。
や
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

従
来
の
研
究
は
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
た
一
首
一
首
の
歌

を
い
か
に
訓
み
解
く
か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
成
果
は
尊
重
し
つ
つ
も
、
編

纂
さ
れ
た
書
物
と
し
て
い
か
に
読
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
単
独
で
は

恋
の
歌
と
し
か
読
め
な
い
も
の
が
、
歌
群
と
し
て
前
後
の

歌
と
と
も
に
捉
え
な
お
す
と
七
夕
の
夜
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
牽
牛
・
織
女
の
逢
会
の
一
齣
を
表
す
こ
と
に
な
る
な
ど
、

編
者
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
世
界
が
一

挙
に
広
が
り
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
人
の
感
覚
で
捉
え
て
は
な
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
古
代
人
の
思
考
体
系
や
世
界
観
を
踏
ま
え
た

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
原
文
の
漢
字
表
記
ひ
と

つ
に
も
表
記
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ

れ
を
探
る
た
め
に
は
当
時
日
本
で
受
容
さ
れ
て
い
た
漢
籍

の
文
脈
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
研
究
者

の
関
心
が
向
き
が
ち
な
難
解
な
語
句
に
比
べ
、
現
代
語
と

形
の
同
じ
語
句
の
理
解
は
充
分
で
な
く
、
こ
の
面
で
の
分

析
も
私
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
千

二
百
年
以
上
も
前
の
こ
と
ゆ
え
、
文
献
資
料
か
ら
の
解
明

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
作
品
の
舞
台
に

赴
き
、
歌
人
の
見
た
風

景
を
追
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
手
が
か
り
を

得
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
研
究
の
テ
ー

マ
・
方
法
は
多
岐
に
わ

た
る
も
の
の
、
す
べ
て

は
古
代
を
再
現
す
る
た

め
の
営
み
な
の
で
す
。

私
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
の
耐
震
性
能
に
関
す
る

研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
と
は
、

異
な
る
材
料
、
部
材
あ
る
い
は
骨
組
を
組
み
合
わ
せ

た
構
造
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
各
種
材
料
に
は
長
所

と
短
所
が
あ
り
、
地
震
や
台
風
等
の
自
然
災
害
を
受

け
て
も
安
全
な
建
築
物
を
造
る
た
め
に
は
、
長
所
を

生
か
し
て
短
所
を
補
う
材
料
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る

工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
建
築
廃

棄
物
は
、
全
産
業
廃
棄
物
に
占
め
る
割
合
が
多
く
、

尚
且
つ
、
日
本
のCO

2

排
出
量
の
１
／
３
が
建
築
関

連
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
物
に
よ
る
環
境
負
荷
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

木
造
建
築
は
、
１
９
９
５
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震

で
、
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
木
材
は
、
引
張

り
や
圧
縮
に
は
強
い
の
で
す
が
、
地
震
や
台
風
に
よ

る
水
平
方
向
の
力
に
抵
抗
す
る
能
力
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
水
平
方
向
力
を
鋼
板
で
抵
抗
で
き
れ

ば
、
よ
り
安
全
な
木
造
建
築
物
を
造
れ
る
と
考
え
、

木
・
鋼
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
耐
力
壁
の
構
造
性
能
を
実
験

的
に
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

木
材
は
自
然
素
材
で
あ
る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し

い
材
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
鋼

材
は
人
工
的
な
材
料
で
す
が
、
建
築
材
料
、
特
に
構

造
材
料
の
中
で
は
最
も
廃
棄
物
量
が
少
な
く
、
再
利

用
の
高
い
材
料
で
す
。

木
と
鋼
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
耐
震
性
能
が

高
く
、
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
建
築
物
を
造

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

貞広　泰造　講師
（数学、情報科学）

総 合
管理学部

今
は
空
間
統
計
学
、
統
計
物
理
学
に
興
味
を
も
っ

て
い
ま
す
。

普
通
の
三
畳
間
に(

自
由
に)

畳
を
敷
く
方
法
は
全
部

で
３
通
り
あ
り
ま
す
。
６
畳
な
ら
11
通
り
、
８
畳

な
ら
36
通
り
、
15
畳
な
ら
１
１
８
３
通
り
あ
り
ま

す
。

図
１
は
無
作
為
に
選
ん
だ
１
９
０
畳
の
畳
貼
り
で

す
。
畳
の
は
り
方
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
？

図
２
は
10
×
10=

１
０
０
個
の
格
子
点
を
巡
る
迷
路

で
す
。
迷
路
の
ど
の
地
点
か
ら
も
左
端
の
壁
を
通

り
抜
け
る
道
が
一
本
だ
け
存
在
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
迷
路
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
？

ど
ち
ら
も

3911222696776012972239561518
3

5
9

3
3

8
2

5
9

5
4

6
4

1
5

8
3

5

個
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
畳
と
迷
路
の
対
応
が
見
え
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
集
合
か
ら
偏
り
な
く
（
等
確

率
で
）
標
本
を
抽
出
す
る
う
ま
い
（
高
速
な
）
方

法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

続
き
は
統
計
学
研
究
室
で
ど
う
ぞ
。

図
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
２

実験後の試験体と実験結果
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「
９.

11
」
の
余
韻
冷
め
や
ら
ぬ
９
月
27
日
、
私
は
、

い
さ
さ
か
の
不
安
を
胸
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
降
り

立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
　
　
実
際
に
は
テ
ロ
の
影
響
は
そ

こ
か
し
こ
に
あ
っ
た
の
だ
が
　
　
何
ら
身
の
危
険
な
ど

感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
拍

子
抜
け
す
る
く
ら
い
に
平
和
で
、
毎
日
ひ
た
す
ら
暑
い

マ
レ
ー
シ
ア
で
、
美
味
し
く
安
く
豊
富
な
食
べ
物
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
私
は
約
一
年
間
の
在
外
研
究
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
面
で
は
、
ア
ジ
ア
有
数
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
マ

レ
ー
シ
ア
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
で
、

主
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
政
治
・
安
全
保
障
協
力
の
問
題

に
取
り
組
ん
だ
。
同
研
究
所
主
催
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

円
卓
会
議
」
に
も
参
加
し
て
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界

第
一
級
の
知
性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
お
世
話

に
な
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
・
リ
ョ
ン
博
士
と
は
折
に
触
れ
て
議
論
を
愉

し
ん
だ
。
生
活
面
で
は
、
食
を
は
じ
め
と
し
て
、
マ
レ

ー
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
三
主
要
民
族
文
化
の
多
様
性
を

実
感
で
き
た
し
、
現
地
邦
人
社
会
の
一
端
に
加
え
て
い

た
だ
き
、
環
境
問
題
の
勉
強
会
な
ど
に
も
参
加
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
、
何
か
に
つ
け
日
本
の
良
さ
を
再
認

識
し
た
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
と
い

う
も
の
、
こ
の
国
が
何
と
色
あ
せ
て
見
え
る
こ
と
か
。

改
め
て
外
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
見
る
良
い

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

ISIS日本研究センター所長スティーヴン・リョン博士
（写真左）と

研
修
先
の
デ
ュ
ー
ク
大
学
が
あ
る
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ

ラ
イ
ナ
州
に
着
い
た
の
が
、
２
０
０
１
年
の
９
月
４
日
。

そ
の
一
週
間
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
象
徴
で
あ
る

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
テ
ロ
に
よ
っ
て
崩
壊
し
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
不
安
な
社
会
情
勢
の
も
と
で
留
学
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
生
活
は
大

変
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
図
書
館
に
は
、
私
の
研
究
対

象
で
あ
る
ア
ン
・
タ
イ
ラ
ー
関
係
の
資
料
が
豊
富
に
揃

っ
て
い
る
し
、
大
学
を
通
し
て
多
く
の
優
れ
た
研
究
者

や
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
、
ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ
、
ト

ム
・
ウ
ル
フ
な
ど
一
線
で
活
躍
中
の
現
代
作
家
に
も
直

接
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
の
収
穫
は
、

ア
ン
・
タ
イ
ラ
ー
と
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
図
書
館
で
偶
然
に
見

つ
け
た
20
年
近
く
前
の
住
所
に
思
い
切
っ
て
手
紙
を
出

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
憧
れ
の
作
家
と
繋
が
り
が
で

き
る
な
ん
て
、
渡
米
前
に
は
想
像
も
し
な
い
こ
と
で
し

た
。
研
究
上
の
利
点
と
い
う
よ
り
も
、
私
の
人
生
へ
の

大
き
な
贈
物
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
に
留
学
し
て
以
来
の
ア
メ
リ
カ

生
活
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ
て
ア
メ
リ
カ
に

や
っ
て
き
た
人
た
ち
と
知
り
合
え
ま
し
た
。
そ
し
て
実

感
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
１
度
目
の
留
学
の
時
と
同
じ

で
し
た
。「
人
を
人
種
や
国
籍
、
宗
教
で
判
断
す
る
の
は

間
違
っ
て
い
る
。
そ
の
人
が
個
人
と
し
て
何
者
で
あ
る

か
が
重
要
な
の
だ
」
と
改
め
て
思
い
知
る
１
年
で
し
た
。

デューク大学のキャンパス

我が師 

写真では、前列左

カ
フ
カ
は
、
そ
の
作
品
の
中
に
た
く
さ
ん
の
色
を
持
ち
、

読
む
度
に
色
を
変
え
て
私
た
ち
を
引
き
込
み
ま
す
。そ
し
て
、

先
生
も
い
ろ
ん
な
面
を
私
た
ち
に
見
せ
て
下
さ
い
ま
す
。

先
生
と
の
出
会
い
は
衝
撃
的
で
し
た
。
そ
の
艶
や
か
な
お

声
（
私
た
ち
は
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
と
言
っ
て
い
ま
す
）
は
、

会
話
中
つ
ね
に
私
た
ち
を
魅
了
し
ま
す
。
先
生
は
ド
イ
ツ
語

圏
の
文
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
語
が
堪
能
で

す
。
そ
の
時
の
お
声
は
、
さ
ら
に
私
た
ち
を
酔
わ
せ
、
カ
フ

カ
に
つ
い
て
語
る
先
生
の
表
情
と
お
声
に
も
私
た
ち
は
惚
れ

惚
れ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
大
型
二
輪
免
許
」
を
お
持
ち
の
先
生
。
私
た
ち
が
初
め

て
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
時
の
驚
き
と
言
っ
た
ら
…
。
朝
は
弱

く
、
休
日
は
近
く
の
お
店
で
ブ
ラ
ン
チ
、
一
人
の
夜
を
楽
し

む
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
先
生
か
ら
、
バ
イ
ク
に
跨
る

先
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
の
飛
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
は
こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
国
を
旅
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
多
く
の
国
の

様
々
な
文
化
が
、
先

生
の
中
に
あ
り
ま
す
。

興
味
を
持
っ
た
こ
と

に
は
ど
ん
ど
ん
突
き

進
ん
で
行
く
、
先
生

の
若
さ
は
、
そ
の
こ

と
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
魅
力
的
な
年と

齢し

の
重
ね
方
と
は
…
、

私
た
ち
は
元
吉
瑞
枝

先
生
に
と
て
も
憧
れ

て
る
の
で
す
。

総合管理学部　助教授　高埜　健（国際関係論） 
（2001年９月から2002年８月までマレーシアで留学研修） 

 

文学部　助教授　徳永紀美子（アメリカ文学） 
（２００１年９月から２００２年８月までアメリカで留学研修） 

カ
フ
カ
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
元
吉
瑞
枝
先
生

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
４
年

‥
‥
‥
‥
坂
口

千
佳
子
さ
ん

文学部 教授 元吉瑞枝（20世紀のドイツ語圏文学）
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本
学
で
の
研
究
状
況

本
学
で
は
、
各
種
研
究
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
設
置
者
で
あ
る
熊
本
県
や
文
部
科
学
省
等
か
ら
の
支
援
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
12
年
度
か
ら
は
外
部
資
金
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
民
間
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
得
て
い
ま
す
。

●地域振興支援研究（文化、自然、社会等の領域における地域振興の一助となる研究） 

●文部科学省 

●日本学術振興会 

●学術高度化研究（学術の高度化に寄与し、ひいては本県の発展に寄与し得る優れた着想を持つ基礎的研究等） 

●設置者からの依頼研究（設置者である熊本県の各所属が持つ政策課題等の研究） 

熊本県立大学地域貢献研究事業（平成14年度） 

科学研究費補助金による研究状況（平成14年度） 

 氏　　名 研　究　テ　ー　マ 
 田中　宏尚（文学部教授） 熊本県民の性格（人格）についての研究 

 弘谷多喜夫（文学部教授） 台湾と熊本の戦前・戦後における教育交流の歴史と今後の施策 

 難波美和子（文学部講師） 熊本県の昔話研究の現状と展望 

 篠原　亮太（環境共生学部教授） 阿蘇堆積土（リモナイト）焼結体の水処理への応用に関する研究 

 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 熊本有明地区の干潟におけるアサリの生産を支える一次生産システム  

 中島煕八郎（環境共生学部教授） 棚田を持つ農山村における生活環境に関する研究 

 荒木昭次郎（総合管理学部教授） 熊本県下の市町村における行政運営の効率化に関する調査研究 

 石橋　敏郎（総合管理学部教授） 熊本県における介護保険制度の実施状況とその課題について 

 米澤　和彦（総合管理学部教授） 過疎地域における交流人口のネットワーク化に関する研究 

 氏　　名 研　究　テ　ー　マ　　 依頼元 
 大和田紘一（環境共生学部教授） 干潟の基礎生産及び環境浄化活性に関する研究 水産研究センター 

 篠原　亮太（環境共生学部教授） 合成洗剤の主成分であるＬＡＳの環境中残留に関する研究 環境保全課水保全対策室 

 松添　直隆（環境共生学部助教授） 熊本長ナスの果実品質（味覚成分・機能性成分）について 農業研究センター 

 張　　代洲（環境共生学部助教授） 黄砂が大気中の浮遊粒子状物質(SPM)に与える影響について 保健環境科学研究所他 

 荒木昭次郎（総合管理学部教授） ＮＰＯ等との協働システムの構築に関する調査研究 企画課 

 立山　敏男（総合管理学部教授） 阿蘇地域におけるサイン（屋外広告物）のあり方 都市計画課景観整備室 

 氏　　名 研　究　テ　ー　マ 
 有薗　幸司（環境共生学部教授） 水環境汚染評価のための新バイオマーカー 

 張　　代洲（環境共生学部助教授） 西日本に飛来する黄砂粒子の変質程度と人為起源物質との関係 

 坪原　紳二（環境共生学部助教授） オランダ環境共生型都市の近現代都市形成史に関する研究 

 山田　俊弘（環境共生学部講師） 熱帯性樹木の種子における保湿性とその実生の定着に関する影響  

 李　　　麗（環境共生学部講師） 木造建築構造用の木・鋼ハイブリッド耐力壁に関する実験的研究 

 辻原万規彦（環境共生学部講師） 戦前期の南洋群島における建築物にみられる室内環境調整手法と気候風土に関する研究 

 松崎　弘美（環境共生学部講師） 環境調和型バイオポリエステルの生合成におけるポリエステル顆粒形成機構の解明  

 今里佳奈子（総合管理学部助教授） 居住循環システム構築による高齢者活性化の研究 

 氏　　名 研　究　テ　ー　マ 
 菅野　道廣（学長） 柑橘果皮に含まれるオーラプテン（auraptene）の免疫調節機能の解析 

 馬場　良二（文学部教授） 時間長、基本周波数、振幅が長母音の拍数知覚に果たす機能の解明 

 樋口　康夫（文学部教授） 16・17世紀イギリスの本草学（Herbal）と大陸との関連について 

 星乃　治彦（文学部教授） 戦間期ヨーロッパにおける危機の社会的・文化本位相：ヴァイマル・モデルネと現代 

 山田　　俊（文学部助教授） 唐宋道教の心性思想研究 

 山崎　健司（文学部助教授） 古代日本文学における漢語の受容 

 大和田紘一（環境共生学部教授） 内湾近低層における微生物生産に関する研究～隔離実験による微生物ループの検証～ 

 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 有明海の水塊構造と海底生態系の変化とその原因 

 大岡　敏昭（環境共生学部教授） 日本の城下町都市における近世近代の都市住宅に関する研究 

 松野　了二（総合管理学部教授） 教育用ソフトウェア作成支援のためのソフトウェア部品開発とその活用に関する研究 

 氏　　名 研　究　テ　ー　マ 
 重松三和子（環境共生学部助教授） 子供の遊びと環境 

 松崎　弘美（環境共生学部講師） 食品保存における乳酸菌の利用 

 松野　了二（総合管理学部教授） E-Learningを用いた教育の技術面からの研究 
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●受託研究 

●教育研究奨励寄附金 

外部資金による研究状況（平成14年度） 

 委託者 研究担当者 研究テーマ 

 独立行政法人 菅野　道廣（学長） 健全な食生活構築のための食品の機能性及び安全性に関する総合研究（大豆成分の生体調節 
 食品総合研究所  機能に対する食品の組み合わせ効果－唾液中ＩｇＡの応答を指標とした解析） 

 玉名市役所 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 菊池川河口干潟におけるアサリ資源の動態調査 

 バイオレンジャーズ（株） 深津　和彦（環境共生学部教授） 複合微生物活用による浄化水でのバイオアッセイ 

 国立医薬食品衛生研究所 有薗　幸司（環境共生学部教授） 人についてのデータ解析とリスクの不確実性評価 

 （財）くまもとテクノ産業財団 松崎　弘美（環境共生学部講師） 環境調和型バイオポリエステルの生合成に関する研究 

 委託者 研究担当者 研究テーマ 

 ソルトサイエンス研究財団 大和田紘一（環境共生学部教授） 有明海、八代海における干潟微生物による環境浄化機能の解析 

 （株）関西総合環境センター 大和田紘一（環境共生学部教授） 水質、底質環境と生物（プランクトン・ベントス）の相関解析 

 （株）タクマ 古賀　　実（環境共生学部教授） 有害物質の放電プラズマ分解処理に関する研究 

 （株）水環境科学研究所 篠原　亮太（環境共生学部教授） 海水及び河川水の電気的浄化法に関する研究について 

 （株）ニチゾウテック 篠原　亮太（環境共生学部教授） 海底汚染底質の改善に関する研究 

 有明工業（株） 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 熊本有明地区の干潟域に生息するアサリの生態と資源量の変動に関する研究 

 （財）九州環境管理協会 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 博多湾の環境改善 

 西日本技術開発（株） 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 緑川河口の生態系 

 リバーフロント整備センター 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 大山川の流量増加に伴う河川水質変化に関する研究 

 九州建設コンサルタント（株） 堤　　裕昭（環境共生学部教授） 菊池川河口の生態系 

 次世代埋立システム研究会 深津　和彦（環境共生学部教授） 環境汚染微量物質が小生物に与える影響 

 （株）日本紙パルプ研究所 有薗　幸司（環境共生学部教授） 水環境汚染評価のための新バイオマーカー 

 （株）みなまた環境テクノセンター 有薗　幸司（環境共生学部教授） バイオアッセイを用いた新規な環境リスク評価技術の開発 

 国土環境（株） 有薗　幸司（環境共生学部教授） イノムアッセイ法による化学物質測定に関する研究 

 （株）ジーンネット 有薗　幸司（環境共生学部教授） 水環境評価のための新規ＤＮＡマイクロアレイチップの構築 

 （株）みなまた環境テクノセンター 有薗　幸司（環境共生学部教授） ＥＬＩＳＡの環境評価手法への適応（その２） 

 日本紙パルプ研究所 有薗　幸司（環境共生学部教授） 水環境汚染評価のための新バイオマーカー 

 坂元醸造（株） 奥田　拓道（環境共生学部教授） くろず及びくろずもろみ末の糖尿病に対する薬理作用 

 カネボウ（株） 鈴木 　 公（環境共生学部教授） ラズベリーケトンが基礎代謝に及ぼす影響に関する研究 

 マリーンバイオ（株） 松添　直隆（環境共生学部助教授） 養魚飼料中に含まれるアスコルビン酸含量の迅速・簡便な分析法の確立 

 日本熱サイフォン（株） 松添　直隆（環境共生学部助教授） 熱サイフォンが植物の生育や発育に与える影響 

 住友林業システム住宅工業（株）筑波研究所 大橋　好光（環境共生学部助教授） 木構造に関する新設計法の研究 

 ミサワホーム株式会社 大橋　好光（環境共生学部助教授） 木質住宅の耐震性能評価 

 味の素（株）（医薬研究所） 南　　久則（環境共生学部助教授） 食物アレルゲンの体内侵入に関する基礎研究 

 味の素（株）（医薬研究所） 南　　久則（環境共生学部助教授） インドメタシンによる腸管障害に対する成分栄養剤の効果に関する研究 

 コンビ（株） 南　　久則（環境共生学部助教授） 小腸培養細胞を用いた乳酸菌菌体の腸管通過に関する研究 

 神村鉄工（株） 辻原万規彦（環境共生学部講師） 環境に配慮したアーケードの総合的な評価と改善策の提案に関する調査研究 

 ネスレ科学振興会 松崎　弘美（環境共生学部講師） 抗菌性乳酸菌の探索と食品製造における微生物制御 

 （財）旗影会 赤星亜朱香（環境共生学部助手） 共役不飽和脂肪酸の体脂肪低減効果に関する研究 

 （株）キリンアスプロ 赤星亜朱香（環境共生学部助手） 植物抽出物の生理活性について 

 熊本ソフトウェア（株）  高齢者用ブラウザならび音声制御ブラウザの研究・開発 市村憲治（総合管理学部教授） 
松野了二（総合管理学部教授） 



就職センター インターンシップ（職業体験実習） 
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
は
数
多
い
。

ま
ず
、
挨
拶
と
時
間
の
厳
守
。
社
員
の
方
々
同
士
の

挨
拶
や
朝
の
サ
ー
ビ
ス
呼
称
が
大
き
な
声
で
き
ち
ん

と
さ
れ
て
お
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
初
日
の
最
初
に
、
係

長
か
ら
「
明
る
い
と
い
う
印
象
は
声
の
大
き
さ
で
決

ま
る
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
５
日
間
大
き
な
声
で
挨
拶

や
サ
ー
ビ
ス
呼
称
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
た
。
ま

た
、
誰
も
が
朝
の
始
業
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
出
社

し
、
遅
刻
す
る
人
は
だ
れ
一
人
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、

学
生
と
は
大
き
く
違
う
点
だ
と
思
っ
た
。

次
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
裏
で
様
々
な
人
の
努
力

が
あ
る
こ
と
が
少
し
だ
け
わ
か
っ
た
。
私
は
主
に
、

届
出
資
料
作
成
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

の
作
業
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
や
系
統
を
少
し
変
え
る
だ
け

で
も
莫
大
な
資
料
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
他
、
区
画
設
定
を
し
て
初
め
て
時
刻
表
が
で
き

る
こ
と
、
お
客
様
の
苦
情
で
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
要
求

さ
れ
て
も
、
様
々
な
事
柄
が
複
雑
に
関
係
し
合
っ
て

い
る
の
で
簡
単
に
は
変
更
で
き
な
い
こ
と
、
普
通
は

同
じ
バ
ス
で
一
日
走
る
が
、
場
合
に
応
じ
て
は
バ
ス

を
変
え
る
こ
と
で
人
件
費
を
節
約
す
る
と
い
う
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
次
々
に
新
し
い
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
体
を
動
か
す
仕
事
も
さ

せ
て
も
ら
え
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
現
在
の
学
生
生

活
を
見
直
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
常
生
活

の
基
本
で
あ
る
挨
拶
や
時
間
の
厳
守
が
、
実
は
社
会

の
中
で
求
め
ら
れ
て
お
り
、
出
来
て
当
た
り
前
で
あ

る
こ
と
。
果
た
し
て
自
分
は
で
き
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
こ
ん
な
に
基
本
的
な
も

の
を
再
確
認
す
る
事
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
学
生
生
活
を
徹
底
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
何
も
分
か
ら
な
い
学
生

が
入
っ
て
き
た
こ
と
で
仕
事
の
手
を
休
め
て
一
か
ら

教
え
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
。

インターンシップとは、在学中に専攻分野や興味
のある業種の民間企業・自治体等の職場で実際に
仕事を行い、将来の進路決定の参考とするために
行うものです。2年生から参加できます。今年度
は夏休みと春休みの期間に約130名が参加しまし
た。そのうちの1人、運輸関連企業でインターン
シップを体験した渡辺由美さん（文学部英語英米
文学科2年）のレポートを紹介します。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
て

就職情報提供と、きめ細かな就職指
導や親身な就職相談を行っています。

学生の就職情報収集の場として利用できるのが、

就職センターです。県内外の企業からの求人票や就

職情報誌、業種別に分類した約三千社の企業ファイ

ル、先輩の受験報告書、企業別卒業生名簿など、就

職に関するいろいろな資料が揃っています。

ここでは就職に関する資料や書籍などの閲覧でき

るほか、書籍やビデオテープの貸出をしています。

また、二人の専任の就職アドバイザーが常駐して、

学生の就職相談や指導にあたっています。

※アルバイトの求人も取り扱っています。なお、1
年生へのアルバイトの紹介は10月以降となってい
ます。

●就職センター
相談時間：月曜日～金曜日

午前10時から午後5時まで
（昼休みを除く）

※時間外でも電子メールや相談メモで相談を受け付
けています。

就職アドバイザー

近藤俊哉
就職アドバイザー

前田　勝

就
職
活
動
の

主
役
は
も
ち
ろ
ん

「
あ
な
た
自
身
」
で
す

m e s s a g e  f o r  y o u
卒業生からのメッセージ  

私
の
大
学
生
活
は
多
く
の
人
と
の
出
会
い
の
日
々
で

し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
短
期
留
学
、

旅
行
、
専
門
学
校
な
ど
を
経
験
し
、
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大
学
に
通
い
な

が
ら
専
門
学
校
と
ア
ル
バ
イ
ト
と
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し

て
い
た
時
期
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
客
室
乗
務
員

に
な
り
た
い
と
い
う
目
標
と
、
何
よ
り
先
輩
や
仲
間
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

就
職
活
動
で
大
変
役
に
立
っ
た
の
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
経
験
で
す
。
多
く
の
お
客
様
と
接
す
る
こ
と
で
、
敬

語
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
敬

語
、
丁
寧
な
話
し
方
と
い
う
も
の
は
友
人
や
家
族
と
の

会
話
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

就
職
活
動
に
お
い
て
は
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
必
須
で
す
。
で
す
か
ら
多
く

の
人
、
特
に
目
上
の
方
と
接
す
る
機
会
を
も
っ
て
下
さ

い
。
敬
語
に
慣
れ
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
然

と
敬
語
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
何
で
も
で
き
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
積
極
的
に
挑
戦

し
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
感
性

を
磨
き
、
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

上妻　文さん 
平成15年3月卒業（文学部・英語英米文学科） 

（株）日本航空　入社 
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入学式後のオリエンテーション
将来の進路を意識した、今後のキャンパスライフの過ごし方を説明します。

1年生向け就職ガイダンス
適職診断などを行い、職業観を育てていきます。

就職ガイダンス
就職に対する意識を高めるために、就職講演会を実施します。

2年生向け就職ガイダンス
適職診断、社会常識チェックなどを行い、就職に対する意識を高めてい
きます。

公務員ガイダンス
公務員を目指す2年生へ、公務員の種類と勉強方法について説明します。

インターンシップ
民間企業や地方自治体で実際に仕事を体験し、将来の進路を考えるのに
役立てます。

就職ガイダンス
オリエンテーション時に、就職講演会を実施し、就職とは何か、自分の
進路を実現するためには何をすればよいか説明します。

学部（専攻）単位による就職ガイダンス（～3月まで随時実施）
学科または専攻別に、OB、OGなどを呼んでの就職懇談会を実施します。

就職ガイダンス
就職活動するためには夏休みに何をすればよいのか、具体的に説明しま
す。また、自分がどの職業に適しているか「適職診断プログラム」を受
けることができます。

公務員ガイダンス
公務員を目指す3年生へ、公務員の種類と勉強方法について解説します。

インターンシップ
民間企業や地方自治体で実際に仕事を体験し、将来の進路を考えるのに
役立てます。

就職ガイダンス
残りの学生生活の過ごし方に力点を置き、就職活動の自覚と心構えや就
職活動の進め方について説明します。

就職準備セミナー（!～&）
就職活動を行うための準備として、①自己分析、②業種・業界研究、③
筆記試験対策、④エントリーシート対策、⑤面接・マナー対策などにつ
いて説明します。

企業、公務員ガイダンス
企業や地方自治体に就職した卒業生、企業や公務員に内定（合格）した
4年生との就職懇談会を実施して、仕事の内容や受験対策を説明します。

就職セミナー
就職活動の直前対策として、1週間程度集中して就職セミナーを実施し
ます。就職セミナーの中では、①作文対策、②一般教養試験対策、③面
接・マナー対策、④筆記試験対策（SPI模擬試験）、⑤時事問題対策、⑥
就職内定者との懇談会、⑦卒業生との懇談会、⑧自己PR・志望動機対策
などを行います。また、県内で活躍している企業の人事担当者を招いて、
ブース形式による学内企業説明会も実施します。
さらに、福岡等で開催される合同企業説明会にも大学からバスを運行し
ます。

就職ガイダンス
公務員・教員採用説明会
各人事委員会、教育委員会の担当者を招き、採用選考試験の概要を確認
します。

企業説明会（セミナー）
各企業の採用担当者を招き、企業・業界の実態や採用試験の概要につい
て説明します。

就職ガイダンス
未内定の4年生に今後の就職活動の進め方や求人状況について説明します。
また、就職に関する個別指導を行います。

就職ガイダンス
未内定の4年生に今後の就職活動の進め方や求人状況について説明します。

4月

7月

4月

7月

8月
・
3月

4月

7月

8月

10月

10月～

11月

2月

4月

7月

9月

就職までのタイムスケジュール

1年 

2年 

3年 

4年 

就職支援
就職の支援や資格の取得のために
次の講座・セミナー等を実施しています。
興味のある方は積極的に参加してください。
また後援会からも各種講座の開催や、助成等、
学生のために幅広い就職支援がなされています。

インターンシップ
企業や自治体の研修プログラムにもとづいて、一定の期間、

企業や自治体で実務研修を実施しています。毎年100人を
超える学生が参加しています。

公務員試験対策講座
ビデオ教材や教員による直接指導により、国家公務員や地方

公務員試験合格へ向けて徹底指導します。

公務員合格者は、ほとんどがこの講座を受講しています。

システム・アドミニストレータ講座
大学外から講師も招き国家試験合格に向け、エンドユーザ

部門の情報化リーダーを養成しています。

ファイナンシャル・プランナー養成講座
個人資産の適切な運用の提案といった総合的なコンサルテ

ィングを行う資格取得に向けて実施しています。

TOEIC・TOEFL
国際ビジネスで必要とされる英語コミュニケーション能力

や留学に必要な英語能力判定テストのための指導を行いま

す。また、学内で団体試験を実施しています。

宅地建物取引主任者講座
不動産取引に関する専門的知識を持つ者として金融・不動

産業界などの企業で有力な資格取得に向けて実施していま

す。

簿記検定講座
企業の財務状況を把握し帳簿管理を行う、あらゆる企業で

評価の高い資格取得に向けて実施しています。

就職ガイダンス（民間・公務員）
業界セミナー、個別企業による説明会、卒業生との交流会

など年間を通じて多彩なガイダンスを開催します。

就職準備セミナー（!～&）
就職活動を行うための準備として、テーマ別に現状に即し

た実践的・具体的なセミナーを開催します。

※各種資格取得講座は、学外で実施の場合があります。
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総合管理学部総合管理学科3年

渡邉 晶子さん

環境共生学部環境共生学科
居住環境学専攻2年

主 将 永田 大生さん

県
大
サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年

沖
縄
で
行
わ
れ
た
２
部
昇
格

を
決
め
る
第
17
回
九
州
各
県

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
決
勝
大
会

に
お
い
て
２
位
に
入
り
今
期

か
ら
の
２
部
昇
格
を
決
め
ま

し
た
。
現
在
は
４
月
に
行
わ

れ
る
九
州
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ

ー
グ
に
お
い
て
２
部
残
留
を

目
標
に
日
々
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
部
員
は
21
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名
で
す
。
練

習
場
所
は
第
２
グ
ラ
ン
ド
で

火
・
水
・
金
・
土
の
週
４
回

で
２
時
間
程
度
行
い
、
土
日

の
ど
ち
ら
か
に
は
色
々
な
チ

ー
ム
と
練
習
試
合
を
組
ま
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
部
員
同
士
の
対

話
を
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

対
話
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
が
向

上
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
真

に
強
い
チ
ー
ム
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
去
年

の
良
い
結
果
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
の
先
輩
方

も
サ
ッ
カ
ー
部
に
と
て
も
愛

着
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
そ
の
先
輩
方
の
応
援
も
非

常
に
心
強
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

県
大
サ
ッ
カ
ー
部
は
勝
つ

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
め
る
部
で
あ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

度
の
大
会
で
２
部
残
留
を
決

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
県
大
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
少
し
で
も

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
サ
ッ
カ
ー
は
た

の
し
か
よ
。
本
当
に
た
の
し

か
！

メ
ー
プ
ル
リ
ー
ブ
ス
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活

動
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要

望
が
あ
る
日
な
の
で
、
は
っ

き
り
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
空

い
て
い
る
日
に
活
動
で
き
る

の
で
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
掛

け
持
ち
で
や
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

現
在
は
近
く
の
小
学
校
に

通
っ
て
い
る
障
害
を
持
つ
女

の
子
の
お
迎
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
、
曜
日
ご
と
に
メ
ン
バ

ー
で
交
替
し
な
が
ら
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
市
内

で
行
わ
れ
る
障
害
者
の
方
た

ち
の
運
動
会
や
、
夏
祭
り
の

バ
ザ
ー
の
手
伝
い
な
ど
、
自

分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
ま

す
。
活
動
を
通
じ
て
、
大
学

の
中
だ
け
で
は
出
会
え
な
い

よ
う
な
様
々
な
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
貴
重
な
経
験
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
白
亜
祭
で
は
み
ん
な
で

案
を
出
し
て
バ
ザ
ー
出
店
を

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
毎
回
な
か
な
か
の
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
手
話
や
点
字
を

覚
え
た
り
、
様
々
な
企
画
を

練
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
個
性
的

で
、
部
員
の
手
作
り
的
な
も

っ
と
幅
広
い
活
動
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
や
っ

て
み
た
い
け
ど
、
何
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
…
」

そ
ん
な
方
は
ぜ
ひ
一
度
メ
ー

プ
ル
リ
ー
ブ
ス
の
部
会
に
遊

び
に
き
て
下
さ
い
。

第
38
回
白
亜
祭 

第
38
回
白
亜
祭 

第
39
回
白
亜
祭
実
行
委
員
会
委
員
長 

菊
竹
悠
介
さ
ん
（
総
合
管
理
学
部
2
年
） 

 

平
成
14
年
度
の
県
立
大
学
学
園
祭
「
白
亜
祭
」
は
、
例

年
通
り
11
月
の
第
２
週
末
に
開
催
さ
れ
、
駐
車
場
が
満
杯

に
な
る
と
い
う
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
毎
年
恒
例
で
本
学
の
名
物
企
画
「
ミ
ス
・

ミ
ス
タ
ー
白
亜
コ
ン
テ
ス
ト
」、
新
企
画
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
「
K
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。

２
日
目
は
大
喰
い
大
会
、
サ
ー
ク
ル
対
抗
の
運
動
会
、

そ
し
て
「
ア
ン
ジ
ャ
ッ
シ
ュ
」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
亜
祭
は
近
隣
の
住
民
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

子
供
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
楽
し
め
る
「
地
域
密
着
型
」
の

学
園
祭
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
本
学
学
生
が
、

色
々
な
催
し
物
を
用
意
し
て
白
亜
祭
の
成
功
を
目
指
し
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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熊本県立大学後援会からのたより 熊本県立大学後援会からのたより 

後援会の主な事業 
 

会員のみなさまへ 
 

学生のみなさまへ 
 

　熊本県立大学後援会の事務局は、管理棟2階事務局内にあります。後援会事業についての
お尋ね等ありましたらお気軽にお越し下さい。 
 

　熊本女子大学時代の昭和50年4月に、本学在学生の父母またはこれに準ずる者を会員とし
て組織され、大学の教育事業を後援し、大学と家庭及び社会との協力によって、大学教育の

成果をあげることを目的としています。 
　また、後援会の事業費は、会員からの会費によって賄われています。 

　厳しい就職状況に対応するため、各種試験対策講座及び各種資格取得講座を実施しています。 
　また、学生の就職に対する意識の啓発及び高揚を図るために就職活動の支援を行っています。 
※後援会ではP12の就職支援のための各種講座を開催、助成しています。 

　本学と姉妹提携している韓国祥明大學校、モンタナ州立大学ボーズマン校及びビリングス校と

の交流支援、その他学生の海外留学や海外研修に対する助成を行っています。 

　学部や研究室で実施するフィールドワーク（学外で行う調査・研究のこと）や学生と教員

が共同自主的に行う研究等に対する助成を行っています。 

　例年、6月上旬の土曜日に、本学において熊本県立大学後援会総会を開催し、前年度の事
業報告及び当年度の事業計画について会員である皆様に審議していただきます。 
　平成14年度は、総会終了後、各学部に分かれ、学部の活動や就職をテーマとした教員と
後援会会員による懇談会を初めて実施しました。なお、平成15年度の総会開催については5
月頃、ハガキにて御案内します。 

後援会とは？ 

●就職対策事業 

●学生活動支援事業 

●国際化推進事業 

●教育研究推進事業 

◆現地教育学習バス借り上げ助成　　　◆共同自主研究助成　　　◆学会開催助成 
 

　施設設備 　図書整備 　サークル活動等助成 

◆サークル活動費助成 
◆白亜祭（学園祭）助成 
◆全国大会等出場助成 
◆学生生活支援講演会 

◆コピー機及びFAX 
◆学生貸与用パソコン 
◆サークル貸与用備品 

◆図書、CD-ROM、 
　DVD、LD、 
　ビデオの整備 
 

　学生のキャンパスライフを充実したものとするため、サークル活動の助成、OA機器及び
図書の整備を行っています。 

さんみょん 
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祥
明

さ
ん
み
ょ
ん

大
學
校
短
期
研
修
団
報
告

平
成
14
年
９
月
１
日
（
日
）
か
ら
９
月
10
日
（
火
）、
祥
明
大
學
校
へ
短
期
研
修
団
を
派
遣
し
ま
し

た
。
宮
園
博
光
助
教
授
（
総
合
管
理
学
部
）
の
引
率
で
、
14
人
が
参
加
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
百
済

文
化
探
訪
を
通
し
て
韓
国
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ビ
リ
ン
グ
ス
校
短
期
研
修
団
来
日

■
国
際
交
流
と
は
何
か

前
田
　
絵
梨
子
さ
ん

（
環
境
共
生
学
部
４
年
）

こ
の
祥
明
大
学
校
短
期
研
修
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行

で
あ
り
、
行
く
前
は
と
て
も
不
安

で
し
た
。
同
時
に
、
初
め
て
他
の

国
の
文
化
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と

で
と
て
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し

た
。
10
日
間
と
い
う
短
い
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
韓
国
に

行
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と

で
、
私
が
今
ま
で
知
っ
て
い
た
韓

国
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
交
流
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
チ
ョ
ン
空
港
に
到
着
し
、

バ
ス
で
移
動
し
て
い
る
間
、
外
の

風
景
を
見
る
と
、
日
本
と
あ
ん
ま

り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
女
の
子
の
家
で
一
緒
に

生
活
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
と
の
違
い
や
韓
国
と
い
う
国

に
つ
い
て
少
し
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
韓
国
の
家
で
は
、
キ
ム
チ
専

用
の
冷
蔵
庫
が
あ
っ
た
り
、
ト
イ

レ
や
お
風
呂
の
使
い
方
も
少
し
違

い
ま
し
た
。
食
べ
物
に
つ
い
て
は

毎
食
、
キ
ム
チ
が
出
て
き
た
り
、

と
に
か
く
辛
か
っ
た
で
す
。
少
し

不
便
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
他
の
国
へ
行
き
、

そ
の
国
の
文
化
を
知
る
に
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
が
と
て
も
効
果
的
だ

と
思
い
ま
し
た
。
現
地
の
人
た
ち

と
同
じ
生
活
を
し
、
自
分
達
の
国

に
つ
い
て
お
互
い
向
き
合
っ
て
話

を
し
て
み
る
と
、
い
ろ
ん
な
発
見

が
あ
っ
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い

で
す
。

私
が
韓
国
に
行
っ
て
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
韓
国
の

学
生
と
一
緒
に
独
立
記
念
館
に
行

っ
た
こ
と
で
す
。
日
本
が
昔
、
韓

国
に
対
し
て
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て

い
た
事
実
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
ら

れ
、
と
て
も
胸
が
痛
く
な
り
、
複

雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感

じ
、
韓
国
の
友
達
に
対
し
て
罪
悪

感
さ
え
感
じ
ま
し
た
。
後
か
ら
、

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
女
の
子

に
日
本
が
韓
国
に
ひ
ど
い
こ
と
を

し
て
き
た
歴
史
に
つ
い
て
ど
う
思

う
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

意
外
に
も
過
去
の
こ
と
で
あ
り
、

韓
国
の
若
者
は
あ
ま
り
気
に
し
て

い
な
い
と
い
う
返
事
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
歴
史
を
過
去
の
も
の

と
し
て
絶
対
に
風
化
さ
せ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
際
交
流

と
は
単
に
そ
の
国
の
文
化
を
知
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
が
ど
ん
な

歴
史
を
た
ど
り
今
に
い
た
っ
て
る

の
か
、
そ
し
て
日
本
が
そ
の
国
と

ど
う
い
う
ふ
う
に
関
わ
っ
て
き
た

か
を
知
り
、
本
音
で
そ
の
国
の
人

達
と
議
論
し
あ
う
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
。
韓
国
は
、
本
当
に
日
本

と
近
い
国
で
す
。
日
本
と
韓
国
の

関
係
が
さ
ら
に
よ
い
方
向
に
進
ん

で
い
く
よ
う
、
私
達
若
者
が
し
っ

か
り
と
土
台
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
に
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ

れ
ば
何
度
で
も
訪
れ
た
い
で
す
。

耳寄り情報 
　留学生による外国語

（韓国語、中国語）講

座が実施されています。

留学生とも友達になれ

ますので、興味のある

人はぜひ参加して下さ

い。詳しくは国際倶楽

部（研究棟１階）まで

お問い合わせ下さい。 

外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会

ホストファミリーをしてみませんか？
本学では、外国からの学生を受け入れてくださる

ホストファミリーを募集しています。今年は５月に
アメリカから、7月に韓国からの短期研修受入を予
定しています。期間は10日程度です。応募して下さ
った方は、韓国及び米国への短期研修や留学に際し
て、特典を受けられます。詳しくは学生課までお尋
ねください。

平
成
14
年
５
月
12
日

（
日
）
か
ら
22
日
（
水
）

ま
で
の
11
日
間
、
モ
ン
タ

ナ
州
立
大
学
ビ
リ
ン
グ
ス

校
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
９
名

の
学
生
及
び
マ
リ
ー
・
マ

ク
ナ
リ
ー
教
授
と
草
間
真

理
国
際
交
流
担
当
部
長
が

来
日
し
、
日
本
語
学
習
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
授

業
や
水
俣
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
等
の
学
外
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
長
陽
村
の
中

学
校
や
熊
本
の
企
業
を
訪

問
す
る
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
で
、
長
崎
の
原

爆
祈
念
館
を
全
員
で
訪
れ

る
な
ど
、
意
義
深
い
滞
在

と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
、
本
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

熊
本
で
の
思
い
出
を
胸
に
帰
国
し
ま

し
た
。

平
成
14
年
12
月
９
日
（
月
）
午
後
６
時

か
ら
第
２
学
生
会
館
で
「
外
国
人
留
学
生

と
の
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
50
名

（
う
ち
外
国
人
留
学
生
11
名
）
の
参
加
者
た

ち
が
、
互
い
に
自
分
の
国
の
こ
と
を
話
し

合
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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地
域
貢
献
の
取
り
組
み

●
授
業
公
開
講
座

本
学
で
は
、
県
民
の
方
々
に
対
し

て
、
大
学
の
正
規
の
授
業
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
半
年
ま
た
は
１
年
間
継

続
し
て
、
学
生
と
一
緒
に
受
講
で
き

ま
す
。
受
講
生
の
募
集
は
、
年
に
２

回
（
８
月
と
２
月
）
行
い
ま
す
。

・
受
講
料
（
１
科
目
に
つ
き
）

半
年
間
　
　
５
、
０
０
０
円

１
年
間
　
１
０
、
０
０
０
円

●
地
域
講
演
会

本
学
の
教
員
を
県
内
の
市
町
村
に

派
遣
し
、
地
域
住
民
の
方
々
を
対
象

に
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
開
催
状
況

◆
第
１
回
　
人
吉
市

平
成
14
年
10
月
10
日（
木
）

講
　
師
／
環
境
共
生
学
部

教
授
　
鈴
木
　
公

テ
ー
マ
／

「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
事
と
運
動
」

◆
第
２
回
　
三
加
和
町

平
成
15
年
２
月
23
日

講
　
師
／
総
合
管
理
学
部

教
授
　
石
橋
敏
郎

テ
ー
マ
／

「
21
世
紀
は
生
涯
学
習
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
代
」

●
公
開
講
演
会

国
内
外
の
著
名
な
専
門
家
や
研
究

者
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
本
学
の

教
育
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
会
は
県
民

の
方
々
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
開
催
状
況

◆
第
１
回

平
成
14
年
10
月
５
日

（
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
講

師
を
招
聘
）

講
　
師
／
大
阪
大
学
大
学
院

教
授
　
西
原
　
力

テ
ー
マ
／

「
化
学
物
質
と
う
ま
く

付
き
合
う
に
は
」

◆
第
２
回

平
成
14
年
10
月
25
日

講
　
師
／
独
立
行
政
法
人
農
業
技
術

研
究
機
構
　
動
物
衛
生
研
究
所
研
究

管
理
官
　
白
井
淳
資

テ
ー
マ
／

「
海
外
の
動
物
伝
染
病

〜
あ
ま
り
し
ら
れ
て

い
な
い
怖
い
病
気
〜
」

●
施
設
開
放

・
附
属
図
書
館

県
内
居
住
（
18
歳
以
上
）
の
方
や

県
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
る
方
で
あ

れ
ば
、
本
学
が
発
行
す
る
「
一
般
利

用
証
」
に
よ
り
、
館
内
で
閲
覧
し
た

り
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ドジ

ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド

一
般
に
開
放
し
、
健
康
・
体
力
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
組
織
整
備

ー
「
熊
本
県
立
大
学
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
ー

本
学
で
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
、
地
域
へ
の
貢
献
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
よ

う
な
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●地域交流センターの主な事業
(1) 行政との連携に関すること（地域貢献研究、市町村受託調査等）
(2) 企業等との連携に関すること（受託研究、教育研究奨励寄附金等）
(3) 地域住民等との連携に関すること（授業公開講座、公開講演会等）
(4) 小中高校との連携に関すること（出前講座、オープンキャンパス等）
(5) 大学間の連携に関すること
(6) 地域交流に関する情報の収集及び情報の提供（ホームページ、大学案内等）
〒862－8502 熊本市月出3丁目１番100号
熊本県立大学内「熊本県立大学地域交流センター」
TEL096－383－2929 FAX096－384－6765
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/ E-mail:souki@pu-kumamoto.ac.jp

附
属
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

名
誉
教
授
称
号
授
与

平
成
14
年
６
月
26
日
授
与

重
松
　
隆
矣
氏
（
元
文
学
部
教
授
）

■
人
事

最
近
配
架
し
ま
し
た
図
書
等
を
ご

案
内
し
ま
す
。

紙
面
の
関
係
で
一
部
し
か
紹
介
で

き
ま
せ
ん
が
、
他
に
も
た
く
さ
ん
配

架
し
て
い
ま
す
。
大
い
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
専
門
図
書

・
遺
伝
子
の
分
子
生
物
学

・
食
の
世
界
に
い
ま
何
がお

き
て
い
る
か

・
バ
イ
オ
の
た
め
の
基
礎
微
生
物
学

・
三
葉
虫
の
謎：

「
進
化
の
目
撃
者
」

の
驚
く
べ
き
生
態

・
自
我
が
揺
ら
ぐ
と
き：

脳
は
い
か

に
し
て
自
己
を
創
り
だ
す
の
か

・
私
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
て：

女

性
と
生
涯
学
習

・
見
え
ざ
る
敵
ウ
イ
ル
ス：

そ
の
自

然
誌

・
子
ど
も
虐
待
問
題
百
科
事
典

○
文
藝
関
係

・
34
丁
目
の
奇
跡
（
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
）

・
津
田
梅
子
を
支
え
た
人
び
と

（
飯
野
正
子
ほ
か
）

・
と
び
き
り
聡
明
な
女
た
ち：

英
知

の
言
葉
１
０
０
年
（
ア
ン
ジ
ェ

ラ
・
B.

フ
リ
ー
マ
ン
）

・
海
辺
の
カ
フ
カ
（
村
上
春
樹
）

・
半
落
ち
（
横
山
秀
夫
）

・
冬
の
猿

（
ア
ド
ト
ワ
ー
ヌ
・
ブ
ロ
ン
ダ
ン
）

○
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

・
島
原
・
天
草
の
諸
道
／
北
海
道
の

諸
道

・
時
空
の
旅
人
・
司
馬
遼
太
郎：

プ

ロ
ロ
ー
グ

・
高
等
教
育
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目

指
し
て
　

○図書館利用時の注意事項

※　入館時には学生証（又は図書館利用証）を入館ゲート前の機器

（バーコードリーダー）でスキャン（読み取らせること）してくだ

さい。学生証は常に携帯してください。

※　館内には飲食物の持ち込みは禁止です。

※　視聴覚資料（ビデオテープ等）は館外貸出できません。

※　貸出図書については返却期限を厳守してください。
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外国語教育センターからのお知らせ

●自由講座の受講者を募集します！
外国語教育センターでは、本学学生の外国語コミュニケーション力の向

上を図るため、正規の講義以外に自由講座を開講しており、また、県民の
方々へ外国語学習の機会を提供するため、一部を社会人にも公開していま
す。
授業で習ったことをさらに深めたい方、外国事情にも興味のある方等、

どなたでも受講することができます。

■平成15年度外国教育センター自由講座 開講予定

■受講申込期間　　前期：４月７日（月）～４月18日（金）予定
後期：７月予定

■受　講　料　　無料
上記2・3以外の講座は授業公開講座として社会人の方の受講を認めて

おります。但し、前期及び通年科目の社会人の方の募集は既に終了しまし
た。また、社会人の方の場合、授業公開講座実施規定に基づいた受講料を
お支払いいただく必要があります。

●ＴＯＥＩＣを受験しよう！
ＴＯＥＩＣ（トーイック Test of English for International

Communication）は、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価す
る世界基準のテストです。ＴＯＥＩＣには、各団体が日程や場所を自由に
設定して試験を行うことができる団体特別試験制度があり、外国語教育セ
ンターでは、この制度を利用して、年２回、学内でＴＯＥＩＣ　ＩＰ（団
体特別試験）を実施しています。
このＴＯＥＩＣ　ＩＰ（団体特別試験）は、公開テストより安価に（公

開テストの受験料は6,615円ですが、この団体特別試験は3,150円で受験す
ることが出来ます）、そして場所も本学で受験することができますので、
就職活動に活用したい人や、現在の英語力を測定したい人は、ぜひ受験し
てください。

■平成15年度外国教育センターTOEIC IP実施予定

○問い合わせ先：外国語教育センター２階ＬＬ準備室
注）いずれも期日等変更となることがあります。詳細は後日、掲示等に
よりお知らせします。

●テープライブラリをご存じですか？
外国語教育センター２階のテープライブラリは、外国語を学びたい学生

が自由に自習できる施設で、ビデオデッキ（キャプション付きビデオも視
聴できます）、カセットデッキ、ＬＤ、パソコン等の機材を備えています。
約5,000本のビデオ、カセット、ＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ等の語学関係ソフ

トを揃えており、またＣＮＮの視聴もできます。
授業の空き時間などに、ぜひ利用して下さい。

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 通年 

通年 

通年 

前期 

通年 

通年 

通年 

後期 

前期 

後期 

後期 

英

語

自

由

講

座

 

 講　座　名 開講期間 時　間 

 第二言語修得論による英語学習 火曜３限 

 Introduction to the Internet 月曜４限 

 English ＆ Spanish 月曜４限 

 TOEIC対策（基礎コース） 水曜４限 

 TOEIC対策（応用コース） 金曜４限 

 英検２級対策 水曜５限 

 英検準１級対策 水曜５限 

 （未定） 月曜４限 

 ドイツ語自由会話 木曜４限 

 フランス語自由会話 火曜５限 

 中国語自由会話 金曜４限 

 試験実施日  受験申込期間 受験料 

 第１回 6月28日（土） 学内 5月12日（月）～6月13日（金） 3,150円 

 第２回 １２月１３日（土） 学内 11月4日（火）～12月2日（火） 3,150円 

試験 
場所 

SCHEDULE (2003.4~2003.9)

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

 日 内　　容 
 月　内 外国人留学生との交流会 
 上　旬 日本育英会奨学金説明会  
 上　旬 ４年次就職ガイダンス 
 中　旬 公務員試験説明会 
 中　旬 ２～４年次授業料納付書送付 
 下　旬 １年次授業料納付書配布 
  ３日 ４年次健康診断（～７日） 
  ４日 授業公開講座開講式 
  ６日 入学式（於：県立劇場） 
  ８日 新入生オリエンテーション（・９日） 
 １０日 在学生オリエンテーション 
 １１日 授業開始 
 ３０日 授業料第１期分納期限 
 中　旬 １～３年次健康診断 
 下　旬 モンタナ州立大学ビリングス校 
  短期学生研修団受入（９日間） 
 上　旬 インターンシップ説明会 
 上　旬 後援会評議員会及び総会 
 上　旬 韓国・祥明大學校短期学生研修団受入れ 
  （～７月中旬までの１０日間） 
 上　旬 １、２、３年次就職プレガイダンス 
 上　旬 ３年次進路個人面談（～９月） 
 中　旬 公務員ガイダンス（３年次以下） 
 ２４日 前期試験（～８月６日） 
 上　旬 オープンキャンパス 
 上　旬 企業採用状況（追加・二次募集）調査 
  ７日 夏季休業（～９月３０日） 
  ５日 授業公開講座受講者募集（後期） 
  （～３０日） 
 下　旬 モンタナ州立大学へ短期留学生派遣 
  （１年間） 
 下　旬 インターンシップ（５日間） 
 中　旬 入学試験（大学院アドミニストレーション 
  研究科（博士前期課程：秋季） 
 ３０日 授業料第２期分納期限 

月 

＊　期日は変更となる可能性がありますので、学内掲示板により確認す
るか、担当課までお問い合わせ下さい。 
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学
生
自
身
は
勿
論
の
こ
と
、
保
護
者
に
と

っ
て
も
卒
業
後
の
進
路
は
最
大
の
関
心
事
で

あ
り
、就
職
期
に
は
学
内
に
緊
張
が
高
ま
る
。

最
近
で
は
、
就
職
も
人
物
本
位
の
選
考
が

主
流
と
な
っ
て
き
て
、
大
学
の
就
職
支
援
方

策
は
腕
の
見
せ
所
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
応
え
ら
れ
る
体
制
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
学

生
は
数
多
い
。
し
か
し
笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
、

英
語
辞
書
に
も
な
い
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
で
事

足
り
る
学
生
の
数
も
無
視
で
き
ず
、
悩
み
は

尽
き
な
い
。

同
類
の
問
題
は
「
食
」
に
も
あ
る
。
食
べ

た
い
も
の
を
い
つ
で
も
賞
味
で
き
る
昨
今
に

あ
っ
て
、
一
部
を
除
け
ば
学
生
の
食
は
実
に

貧
し
く
不
健
全
で
あ
る
。
と
く
に
一
人
住
ま

い
の
学
生
は
そ
う
で
あ
る
。「
ケ
ー
タ
イ
」

な
る
も
の
が
生
活
の
絶
対
的
な
必
需
品
と
な

っ
て
い
て
、
そ
の
維
持
の
た
め
「
食
」
の
節

約
と
短
絡
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
食
の
貧

困
は
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
の
衰
微
を
も
た

ら
す
不
安
を
生
む
。

学
生
の
多
様
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
大
学
は

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
変
な
カ
タ
カ

ナ
に
悩
ま
さ
れ
ず
、
二
つ
の
「
し
ょ
く
」
の

健
全
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

「
職
」
と
「
食
」
の
回
生

熊本県立大学学長　菅野 道廣
プロフィール／
久留米市出身。昭和３７年、九州大学大学院農
学研究科博士課程修了。専攻は食品機能学、脂
質栄養学。九州大学教授を経て平成９年４月本
学に着任。生活科学部長、環境共生学部長を経
て平成１２年９月、学長に就任。
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